
【府営住宅】

施設の現況 維持管理の実施状況 維持管理に係る課題

 ■地域別・構造別戸数  ■京都府住生活基本計画 【H23～32年】  ■建替えの遅れ

 ■京都府営住宅ストック総合活用計画（第2次） 【H18～27年】

※1 南丹土木事務所以北　　　※2 京都・乙訓土木事務所管内　　　※3 山城北・南土木事務所管内  ■施設点検

 ■建設年次別戸数・棟数（中高層耐火住宅）

 ■用途廃止の大幅な遅れ

 ■修繕周期の遅れ

 ■府営住宅ストックの再整理

 ■施設補修  ■維持管理履歴

取組の方向性

 ■耐震診断

 ■補修等の状況
 ■個別施設計画（府営住宅ストック総合活用計画の改訂）の策定

 ■修繕のためのデータベースの構築

（所管課：住宅課）

・京都府営住宅ストック活用計画では、木造等は用途廃止に位置付けているが、入居者全

員の住み替えに対する理解と協力が必要不可欠であり、入居者の高齢化、住み 替え後

の家賃上昇等の要因により住み替え移転が遅延。
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計画の実績 （実施期間：H18～25年度）

・建替え及び住み替えについて、より多くの入居者に理解と協力が得られるよう施策の見直

しを推進する。

また、適正な周期による予防保全としての維持管理を実施する。

(戸)

旧耐震（S56.6以前着工）

225棟8,994戸

(棟)

(平成26年4月1日現在)

・少子高齢化が進む中、経済・社会情勢の変化を予測したうえで「建替え」、「用途廃止」及

び「超長寿命化」する団地を明確に位置付け、ストックの有効活用を図るとともに、民間活

力の導入等により建替え等の取り組みを強化する。

・各施設の詳細な仕様及び維持管理履歴をデータベース化し情報の分析と共有化を進める。

・公営住宅供給目標量を設定 現状の戸数を維持

・施設の建替･改善･集約･維持管理等の具体的な方針を設定

するとともに、既存ストックの効果的・効率的な活用を進める。

・建替え期間中の入居者の仮住まい確保、予算の確保等の課題があり、京都府営住宅

ストック活用計画に定めた建替え計画の達成率は40%

・耐震診断により耐震化が必要と判断した69棟について、速やかな建て替えが必要。

・耐用年数としている築後70年内に建替えを実施するためには、7棟/年ペースが必要

となるが、実施は、2棟/年にとどまっており、耐用年数を超過する棟については、更なる

長寿命化対策が必要。

・外壁、バルコニーは、国のガイドラインでは12年で改修することとなっているが、府では25

年での改修であり、給排水管の場合では30年が40年となっており、施設修繕の周期繰り延

べによる更新時期の遅れにより、施設の不具合が発生。

　○旧耐震基準で建設された中高層耐火の住棟について、タイプ別（建設

　　 年度・構造形式）に代表的な住棟を抽出して平成7年度に調査

・平成１９年度より順次府から市町及び公社に管理代行を実施

○予算状況に応じ周期的に修繕を実施

 ・計画修繕　→　外壁改修、給水管改修、防水改修等

○不具合の緊急度に応じて修繕を実施
 ・緊急修繕　→　施設点検の結果判明した不具合の修繕等

・S45年以前に建設した住棟（69棟2,830戸（平成26年4月1日現在））

は耐震化が必要であるため順次建替え又は用途廃止

・S46～56年建設の住棟（156棟6,164戸）は、引き続き維持管理

の方針

　　　　　　　※「京都府営住宅ストック総合活用計画（第2次）」による

中高層耐火 木造等 中高層耐火 木造等 中高層耐火 木造等

団地数 39 42 27 2 22 8

棟数 110 404 164 8 138 33

戸数 2,351 1,693 5,827 8 5,036 47

計
79団地 514棟 4,044戸 29団地 172棟 5,835戸 29団地 171棟 5,083戸

137団地 857棟 14,962戸

北中部地域 ※1 京都・乙訓地域 ※2 南部地域 ※3

計画数量

実施数量

達成率（％）

建替え 用途廃止 EV設置 外壁改修

（単位：戸　※EV設置は基）

屋上防水 電気容量UP

2,715 1,430
1,450 6,500 2,400

9540 28 90 80 113

1,500
585 284 27 5,197

1,000 30

（百万円）

H21 H22 H23 H24 H25 計

15,275 15,110 15,052 15,016 14,880 －

更新費
（建替え）

929 707 1,259 1,606 1,103 5,604

補修費
（計画修繕）

3,047 2,758 2,139 1,671 1,811 11,426

点検費 134 192 159 156 171 812

経常経費 339 437 329 329 331 1,765

計 4,449 4,094 3,886 3,762 3,416 19,607

維
持
管
理
費

管理戸数

速やかに耐震化が必要（建替え）

現行の建替ペース（2棟/年）

年7棟ずつの建替若しくは

建替＋超長寿命化が必要

建替え棟数の平準化が必要

【中高層耐火住宅】

○法定点検（委託）

 ・建築物等定期点検業務（3年1回、ただし外壁劣化調査は10年1回）

 ・昇降機保守点検業務（年1回、ただし予防保全業務は月1回）

 ・消防設備等点検業務（6ヶ月1回、ただし総合点検は年1回）

 ・受水槽等清掃業務（年1回）

 ・簡易専用水道施設定期点検業務（年1回）

○法定外点検（委託）

 ・給排水ポンプ保守点検業務（月1回、ただし機能検査は年1回）

 ・府営住宅児童遊園内遊具の安全点検（年1回）　※職員による点検

【木造住宅等】

○法定点検

 ・対象外

○法定外点検（職員）

 ・府営住宅児童遊園内遊具の安全点検（年1回）

 ・入居者等からの申し出により職員による現場確認

・各施設の仕様及び維持管理の履歴がデジタル化されていないため円滑な修繕に支障。

・建替えや用途廃止については、少子高齢化等、社会情勢の変化を踏まえた団地再編が必

要。

【13府営住宅】



【府営住宅】 （所管課：住宅課）

　資　料

◆ 外壁改修 ◆

【
改
修
前
】

【
改
修
後
】

【
改
修
前
】

【
改
修
後
】

建替えの例 ◆ 桃山日向団地 ◆

【
建

替

【
建

替

外 観 台 所

浴 室

◆ 木造住宅

【
改
修
前
】

【
改
修
後
】

給水管の赤サビ

(36年経過)

露筋

府営住宅（構造別）

◆ 簡易耐火住宅 (ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造)◆
片廊下型

階段室型

◆ 給水管改修 ◆ ◆ 防水改修 ◆
改修の例

クラック

◆ 中層耐火住宅 ◆

【13府営住宅】


